
（４）小児慢性特定疾病医療費支給認定の概要 

１．認定者数                                                        

 

２． 管轄保健所別認定者数                                             

 

 

 

３．男女別人数                                                           

 

４．世代別人数                                                         

 

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

新規申請者数 331 338 288 191

更新申請者数 1610 1506 1715 1581

認定者数合計 1941 1844 2003 1772

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

奈良市保健所 452 426 438 404

郡山保健所 571 562 601 520

中和保健所 852 792 897 793

吉野保健所 66 64 67 55

認定者数合計 1941 1844 2003 1772

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

男 1043 990 1073 974

女 898 854 930 798

認定者数合計 1941 1844 2003 1772

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

就学前（0～6歳） 506 443 441 381

小学生（7～12歳） 660 622 653 596

中学生（13～15歳） 354 374 394 362

高校生（16～18歳） 320 329 357 330

19歳 101 76 158 103

認定者数合計 1941 1844 2003 1772



５．疾患群別認定者数（延人数）                                           

 

 

 

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

１　悪性新生物 180 176 198 175

２　慢性腎疾患 113 100 106 87

３　慢性呼吸器疾患 87 88 94 82

４　慢性心疾患 388 349 370 311

５　内分泌疾患 572 504 553 460

6　 膠原病 54 52 59 57

7　 糖尿病 69 70 78 77

８　先天性代謝異常 43 39 40 37

９　血液疾患 56 53 55 52

10   免疫疾患 14 15 17 13

11   神経・筋疾患 174 177 189 194

12   慢性消化器疾患 110 120 135 115

13 　染色体又は遺伝子に

        変化を伴う症候群
50 50 52 55

14   皮膚疾患 9 10 10 13

15   骨系統疾患 4 6 6 6

16   脈管系統疾患 18 35 41 38

認定者数合計 1941 1844 2003 1772



６．人工呼吸器装着患者の状況                                           

①保健所別人工呼吸器装着者数 

 

②疾患群別人工呼吸器装着数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

奈良市保健所 7 13 4 3

郡山保健所 18 17 16 13

中和保健所 21 23 21 21

吉野保健所 1 0 2 3

計 47 53 43 40

H30年度 R元年度 R２年度 R３年度

慢性呼吸器疾患 24 23 22 19

慢性新疾患 3 4 2 2

内分泌疾患 2 2 2 1

先天性代謝異常 7 8 6 5

神経・筋疾患 7 11 8 8

慢性消化器疾患 1 1 1 1

染色体又は遺伝子に変化を伴う

疾患群 2 3 2 3

骨系統疾患 1 1 0 1

計 47 53 43 40



（５）新生児聴覚検査の概要 

１ 産科医療機関（病院・診療所）報告                                        

 

①  県内分娩取り扱い医療機関における検査実施状況の推移 

 

令和２年度の聴覚検査実施産科医療機関：26 機関中 25 機関で実施可能（96.2%） 

 

＊平成 30年度以降は、4月～翌年 3月の県内出生児について集計・ 平成 29年度以前は、毎年１月～12月の県内出生児について集計

＊他県居住の里帰り分娩による出生児を含んだ集計（一方、県内居住であるが他県で分娩した新生児は含まれない） 

 

② 検査を受けた新生児数の推移（アンケート回答のあった医療機関での集計） 

 

 検査の受検率は年々上昇していたが令和２年度は前年度より低下した。 

③  検査機器    

  

④  検査結果 

 

   

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年度 令和元年度 令和2年度

産科医療機関数 28 28 29 28 28 26 26

検査実施医療機関数 25 23 24 26 26 25 25

実施率 89.3% 82.1% 82.8% 92.9% 92.9% 96.2% 96.2%

未実施 3 2 2 1 2 1 1

不明（アンケート未回答） 0 3 3 1 0 0 0

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年度 令和元年度 令和2年度

県内医療機関での出生児数 10,085人 8,490人 9,196人 9,407人 9,356人 8,772人 8,360人

検査を受けた新生児数 8,509人 8,091人 8,380人 8,884人 9,017人 8,475人 7,966人

受検率 84.4% 95.3% 91.6% 94.4% 96.4% 96.6% 95.3%

平成29年 平成30年度 令和元年度 令和２年度

AABRとOAEの併用 6機関 6機関 5機関 2機関

AABR 13機関 14機関 12機関 16機関

OAE 7機関 6機関 8機関 7機関

令和２年度

検査を受けた新生児数

両側 一側 判定不能

23人 62人 3人
0.3% 0.8% 0.0%

7,966人
(95.3%)

7,878人
（98.9%)

検査結果

パス リファー

令和元年度

検査を受けた新生児数

両側 一側 判定不能
28人 93人 5人
0.3% 1.1% 0.1%

検査結果

パス リファー

8,475人
(96.6%)

8,349人
（98.5%)



⑤  他施設出生児の外来検査状況 

＜外来検査の可否＞       

  

 令和２年度は検査実施医療機関 25 施設のうち 14 施設が他施設出生児の対応が可能であり、その 

うち 7 施設が実績あり。 

 

＜他施設出生児の検査結果＞ 

 

 

 

 

＜依頼元医療機関への検査結果報告の有無＞ 

                          

 依頼元への結果報告は、令和２年度は 71.4％で前年度よりは上昇している。    

 

 

２ 助産所報告                                                     

① 県内助産所での実施状況の推移 

 

令和２年度度は７助産所のうち 1 施設で検査実施。自院で検査していない６施設は、新生児聴覚検査につい

て説明し、外来検査可能な医療機関を紹介している。 

平成30年度 令和元年度 令和2年度

実施可能機関 15施設 13施設 14施設

検査実績あり 11施設 9施設 7施設

令和２年度

検査を受けた新生児数

両側 一側 判定不能

0人 2人 0人
0.0% 2.8% 0.0%

71人
69人

（97.2%)

検査結果

パス リファー

令和元年度

検査を受けた新生児数

両側 一側 判定不能
11人 18人 0人
4.5% 7.4% 0.0%

245人
216人

（88.1%)

検査結果

パス リファー

検査実績のある
医療機関数

平成29年度 10 8 80.0% 2 20.0%

平成30年度 10 4 40.0% 6 60.0%

令和元年度 11 7 63.6% 4 36.4%

令和２年度 7 5 71.4% 2 28.6%

結果報告あり 結果報告なし

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年度 令和元年度 令和2年度

助産所数 9 9 8 8 8 7 7

検査実施助産所数 1 1 1 1 1 1 1

実施率 11.1% 11.1% 12.5% 12.5% 12.5% 14.3% 14.3%

未実施 8 8 7 7 7 6 6

※R1：不明１件あり 



 
＊平成 30 年度以降は、4 月～翌年 3 月の県内出生児について集計                                                                                                         

       平成 29 年度以前は、毎年１月～12 月の県内出生児について集計 

＊他県居住の里帰り分娩による出生児を含んだ集計  

 

② 検査を受けた新生児数の推移 

  

 

③ 検査機器    

  
 

④ 検査結果  

＜令和２年度＞ 

  

※ 自施設での実施(58 人)＋他の医療機関での実施(108 人)の合計 

     他の医療施設での実施 108 人の結果把握率 100.0% 

 

＜令和元年度＞ 

  
※ 自施設での実施(63 人)＋他の医療機関での実施(128 人)の合計 

     他の医療施設での実施 128 人の結果把握率 100.0% 

 

 

 

 

 

 

３ 精密検査実施医療機関                                                      

① 精密検査医療機関  

         
 

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年度 令和元年度 令和2年度

出生児数 248人 237人 210人 205人 215人 196人 175人

166人
(94.9%)

196人
(91.2%)

191人
(97.4%)

検査状況を把握
できた新生児数

(自院での検査を含む）

222人
(89.5%)

216人
(91.1%)

190人
(90.5%)

190人
(92.7%)

平成29年 平成30年度 令和元年度 令和2年度

OAE 1機関 1機関 1機関 1機関

パス（受検児における割合）

両側 一側 判定不能
0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

175人
166人※

(94.9%)
166人

（100.0%)

出生数
検査状況を把握
できた新生児数

検査結果
リファー

パス（受検児における割合）

両側 一側 判定不能
0 1 0

0.0% 0.5% 0.0%

出生数
検査状況を把握

できた新生児数

検査結果

リファー

196人
191人※

(97.4%)
190人

（99.5%)

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年度 令和元年度 令和2年度

精密医療機関数 2 2 2 2 2 3 3

回答数 2 2 2 2 2 3 3

回答率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%



② 検査結果 

＜令和２年度＞ 

 
 ＜令和元年度＞ 

 
 

③ 受診動機 

＜令和２年度＞ 

 
 （再掲）うち、高度難聴について 受診動機 

 

 ＜令和元年度＞ 

 

（再掲）うち、高度難聴について 受診動機 

 

※ その他：NICU からの紹介 

 

 

 

軽～中等 高度
7

（県内6）
6

（県内6）
9

（県内7）
0

7.4% 7.4% 8.6% 0.0%

精密検査を受けた児数

90人
（県内81人）

66人
（県内60人）

（74.1%)

22人（24.45%)

一側
両側

判定不能

検査結果

異常なし 難聴

軽～中等 高度
17

（県内15人）
14

（県内12）
10

（県内9人）
1

（県内1）

15.9% 13.1% 9.3% 0.9%

検査結果

異常なし 難聴

107人
（県内91人）

65人（60.7%)
（県内54人）

41人（38.4%)

一側
両側

判定不能

精密検査を受けた児数

精密検査

精密検査を受けた児数
スクリーニング
検査リファー

健診その他行政
サービスでの指摘

かかりつけ医
からの指摘

その他 不明

87人 0人 5人 2人 0人

96.7% 0.0% 5.6% 2.2% 0.0%

受 診 動 機

90人

精密検査

精密検査を受けた児数
スクリーニング
検査リファー

健診その他行政
サービスでの指摘

かかりつけ医
からの指摘

その他

9人 0人 0人 0人

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

受 診 動 機

9人

※R2：不明 2 件あり 


